
令
和
八
年
度

隠
岐
後
鳥
羽
院
和
歌
大
賞

主

催

後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

詩
歌
大
会
事
務
局

後

援

島
根
県

・
島
根
県
教
育
委
員
会

・
海
士
町

・
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
機
構

城
南
宮

・
住
吉
大
社

・
大
阪
天
満
宮

・
出
雲
大
社

・
水
無
瀬
神
宮

特
別
協
力

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

・
隠
岐
神
社

二
首
一
組

キリトリ

和
歌
部
門

隠 岐 後 鳥 羽 院 和 歌 大 賞

令 和 八 年 度

事
務
局
記
入
欄

ふりがな

氏名

選歌集に
掲載する
お名前姓 名 姓 名

年齢 歳 電話番号 投稿料：二首一組 二千円
投稿料の入金日（ ）月（ ）日ごろ
入金は投稿後10日以内でお願いいたします。

住所 〒

締
切

令
和
8
年

7
月
3
1
日

題 鶯

隠
岐
は
、
承
久
の
乱
の
後
に
「
歌
聖
」
後
鳥
羽
院
が
京
の
都
か
ら
お
遷
り
に
な
ら
れ
た
日
本
海
の
離
島
で
す
。

後
鳥
羽
院
は
、
二
十
年
近
い
歳
月
を
、
隠
岐

(

現
在
の
海
士
町) 

で
お
過
ご
し
に
な
り
ま
し
た
︒
海
士
町
は
、

島
根
県
の
後
援
の
も
と
「
隠
岐
後
鳥
羽
院
和
歌
大
賞
」
を
開
催
し
、
和
歌
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

選
者
は
、
藤
原
俊
成
・
定
家
親
子
を
祖
と
す
る
、
和
歌
の
伝
統
を
今
に
受
け
継
ぐ
冷
泉
家
の
後
嗣
、
冷
泉
渚
氏
︒

応
募
い
た
だ
い
た
和
歌
は
、
後
鳥
羽
院
を
祀
る
隠
岐
神
社
に
奉
納
い
た
し
ま
す
︒
全
国
の
古
典
と
詩
歌
を
愛
す
る

皆
様
方
の
志
を
和
歌
と
し
て
奉
納
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

応
募
要
項(

裏
面)

を
確
認
後
、
下
面
の
投
稿
用
紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

□楷書で記入しました。
□今回の応募作品は、機関誌および新聞、その他の大会や雑誌、ブログ、SNS等に発表していない未発表作品であることを確約します。

詩歌大会事務局宛 令和 年 月 日 氏名( )

投
稿
用
紙

コ
ピ
ー
可

確
約
書

題

鶯

(

う
く
ひ
す)

に
つ
い
て

賞

大
賞
・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
賞
・
選
者
賞

他

＊
入
賞
者
の
方
に
は
賞
状
と
選
歌
集
と
副
賞(

海
士
町
の
特
産
品
な
ど)

を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
入
選
の
方
に
は
賞
状
と
選
歌
集
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
賞
状
・
選
歌
集
・
副
賞
等
の
発
送
は
令
和
九
年
春
先
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

選
者

冷
泉

渚

氏

締
切

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
（当
日
消
印
有
効
）

発
表

令
和
八
年
十
月
下
旬
ご
ろ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表

(

受
賞
者
に
は
文
書
を
送
付)

※ 楷 書 で 丁 寧 に 記 入 し 、 ふ り が な を ふ っ て 下 さ い 。 判 読 で き な い 場 合 は 審 査 対 象 か ら 外 れ る こ と が あ り ま す 。

京
都
市
出
身
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
で
博
士
（
美
術
）
を
取
得
。
絵
画
の
保
存
修
復
を

専
門
と
し
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
や
平
等
院
で
学
芸
員
と
し
て
勤
務
。
二
〇
二
二
年
に
冷
泉

家
の
後
嗣
と
な
り
、
現
在
は
公
益
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
学
芸
課
長
と
し
て
従
事
。

題

鶯
（
う
く
ひ
す
）   

か
な

か
な

か
な

か
な

二
首
目

一
首
目

春
を
告
げ
る
鳥
で
す
。

暗
い
冬
が
終
わ
り
「鶯
の
初
音
」が
渡
る
時
、
人
々
は
再
生
の
春
の
訪
れ
を
知
り
ま
す
。

和
歌
で
の
鶯
は
、
姿
よ
り
も
鳴
き
声
が
重
要
で
す
。
声
を
聞
い
て
そ
の
方
角
を
見
る
と

姿
が
見
え
た
、
と
詠
む
の
が
一
般
的
で
す
。

「雪
の
古
巣
」を
出
で
て
、
「ま
だ
里
慣
れ
ぬ
」
鶯
が
、
「淡
雪
に
鳴
く
」
「
さ
え
づ
り
初
む
る
」

声
を
聞
き
、
人
々
は
「春
を
知
り
」ま
す
。

梅
と
鶯
は
、
互
い
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
友
で
す
。

梅
の
枝
や
花
に
「う
つ
ろ
ひ
」
、
「
梅
の
香
の
し
る
べ
」
を
た
よ
り
に
飛
び
、
春
を
彩
り
ま
す
。



令
和
八
年
度

隠
岐
後
鳥
羽
院
和
歌
大
賞

応
募
要
項

―

隠
岐
神
社
特
別
奉
納

題
「
鶯
（
う
く
ひ
す
）
」

―

キリトリ

◇
作

品

未
発
表
の
作
品
で
あ
り
、
歌
題
に
沿
っ
た
も
の
と
し
ま
す
。

一
人
二
首
ま
で
し
か
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
三
首
目
以
降
は
無
効
と
し
ま
す
。

＊
類
似
作
品
・
二
重
投
稿
・
盗
作
・
判
読
出
来
な
い
作
品
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

＊
結
社
誌
・
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
投
稿
し
た
作
品
も
既
発
表
作
品
と
な
り
ま
す
。

＊
審
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

〈 

冷
泉
流
和
歌
の
作
り
方

〉

和
歌
は
や
ま
と
こ
と
ば
で
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。

音
読
す
る
漢
語
、
カ
タ
カ
ナ
の
外
来
語
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◇
投

稿

料

二
首
一
組

二
千
円

◇
送
金
方
法

銀
行
振
込

＊
投
稿
料
を
左
記
口
座
へ
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
投
稿
後
十
日
以
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

山
陰
合
同
銀
行

海
士 

(

ア
マ)

 

支
店

店
番 

：

１
１
０

普
通
預
金

口
座
番
号

：

４
５
０
３
１
８
９

ゴ
ト
バ
イ
ン
ケ
ン
シ
ヨ
ウ
ジ
ギ
ヨ
ウ
ジ
ツ
コ
ウ
イ
イ
ン
カ
イ

◇
応
募
方
法

郵
送
ま
た
は
応
募
用
フ
ォ
ー
ム

＊
作
品
と
必
要
事
項
を
ご
確
認
の
上
、
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

＊
投
稿
料
・
作
品
の
返
却
は
原
則
と
し
て
い
た
し
ま
せ
ん
。

＊
投
稿
後
の
作
品
の
変
更
・
審
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
各
賞
発
表
後
︑
事
務
局
に
て
作
品
を
紹
介
ま
た
は
使
用
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

詩
歌
大
会
事
務
局 

(

海
士
町
教
育
委
員
会
内)

[

電
話]

0
851

4-2
-2
265

[

メ
ー
ル] g

ot
oba

in.
tai

sho
@gm

ai
l.c

om

〒684−0403

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
大
字
海
士

１
４
９
０

海
士
町
教
育
委
員
会
内

後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会 

詩
歌
大
会
事
務
局

(

投
稿
在
中)

送
付
先

切
り
取
り
後
、
宛
先
と
し
て
封
筒
に
お
貼
り
く
だ
さ
い
。

振
込
先
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